









































































(Authority)， a凍認/報酬低eco炉ti.onlReward)，④グノトピング (Grouping)，~判面 (Evaluati.on)， 
⑥時間(官me)である。下イ封報最のそれぞれの誼文字からTARGET構造と名付けられている。このように構造
化することで，子どもたちの弱点企づけをどのような毎掠から高めていくのかを検E寸ナることができるという意味






































2つ目は， ARCSモデルである。 ARCSモデルとは， Keler， J.M.によって提唱された学習意欲をデ、ザインす
るためのモデルである。 ARCSとは，①注意 CAttention)，②関連性低elevance)，③自信 (Con五dence)，④ 
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